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総合原価言博の練習問題作成における
表計算ソフトの利用
青木雅明※
1 はむめに
表計算ソフトとは，セルと呼ばれるマス日にデータや計算式を入力し計算を行うソフトウエ
アであり，現在では，教育の場や実務において幅広く普及している.代表的な表計算ソフトウ
エアとしては，マイクロソフト社のエクセルやロータス社のロータス1-2-3をあげることがで
きる1)
本稿では，総合京価計算の教材作成における表計算ソフトの活用法を検討する.すなわち，
本稿では，表計算ソフトを総合原価討算の隷習問題を作成するためのツールとして位童付け，
このツールを作成するプロセスとその利用法を述べることにする.その呂的は，教材作成を能
率的に行い，教材作成に費やされる時間をできる限り少なくすることである.
現在市販されている表計算ソフトは，豊富な機能を持っている.これらのソフトウェアは，
お互いに砲のソフトウェアにない機能をセールスポイントとしている場合も少なくない.また，
同じソフトウェアでさえも，バージョンやOSによってその機能は異なるのが普通である2)
しかし，基本的な機能と多少拡張された機能には重複している部分が多いことも事実である.
本稿で泣，この共通部分に属する機能だけを利用する.このため，本稿でなされる提案は，使
用するソフトウェアやOSに依存しない.以下の説明において， MacOS上で、動くエクセル
(Ver.5.0)を用いるが，このソフトウェアで実行される機能は，基本的に， Windows95/NT 
上で動くエクセル (Ver.7.0)やロータスト2-3(97)でも実現可能である.
表計算ソフトを用いてツールを作成しようとするならはある程度の労力治宝必要となること
を覚悟しなければならない.当然，多くの機能を持つツールを作成すれ'!'，これを用いて教材
作成を効率的に行えるであろう.しかし，このようなツールを作成するために辻，多くの時間
と労力が必要とされることは明らかである.表計算ソフトを用いたツールを作成するためにど
の程度の労力を投入するのが望ましいかは，私たち直面している状況に依存する部分が大きい
1)マイクロソフト社のホームページ (http://www.microsoft.com/japan)には，ヱクセんのユーザーが.全世界で
3，000万人いると書かれている.また司ロータス社のホームページ (http://www.lotus.co.jp)に'.1:， 0内に出荷さ
れた口ータス1・2・3は590万本であると書かれている.
2)マイクロソフト・エクセルを倒に取れば.Windows95/NT頴とMacOS販ではりリースされているバージョンが異
なり司 Windows95/NT販の方がより多くの機Eを持っている.
※青森公立大学
であろう.そこで，本稿では，表計算ソフトの持つ機能の利用の程度によって，以下に示す3
つのケースを考えていく.
-ケース1:基本的な機能のみを利用する.
・ケース2:ユーザ一定義関数を利用する.
・ケース3:ゴ-}vシークを利用する.
以下では，ケース2の機能はケース1の機能を含み，ケース3の機能はケース2の機能を含む
ものとして議論を行うことにする3)
ツールを作成する手間という観点からみれば，ケース1詰一番手間がかからず，ケース3は
一番手間がかかる.ケース2はその関である.しかし，ツールを用いて実際に諌習開題を作成
する時間を考えた場合，ケース3における時開が一番短く，ケースIにおける時間が一番長く
なるものと期待できる.
次節では，練習問題作成のプEセスを図式化し本稿において，表計算ソフトがどの部分で
利用されるのかを明らかにする.さらに，数値例を示し，準備作業を行う.3・4・5節では，
それぞれ，単純韓合原価計雰を例に取り，ケーストケース2・ケー ス3において期末仕掛品原
儲が言f算される場合，表言博ソフトがいかに利用されるかを説明する.最後の節では，本稿に
おける提案を要約し，さらに，今後解決すべき課題について触れる.
2 開題作成のプロセスと準講作業
本稿では単純総合京錨言十算を例にとり，表言博ソフトの利用を検討していく.なぜならば，
ここで示されるツールを複数個組み合わせることによって，工程別総合原価言噂・組号機、合原
価計算への芯用が可能となるからである4)
単純総合原画言祥事における問題作成のプロセスを圏式化すると図lのようになる.
フローチャートにおける長方形は，処理記号と呼ばれ， ?寅算などの処理を行う場合に用いる
5) また，ひし形は，判断記号と呼ばれ，条件が満たされているかどうかを判断し，処理を分
岐する的.間lで示されるフローチャートは，隷習問題作成のプロセスの大まかな流れを示し
3)鑑密にいえばiケース3は奄ケース討対鮪Eを科罵しなくとも実現可能である.
4)工概総合原E十纂へ蕗用する場合は司腎妾費を部門男容こ配賦する手続を追加し，工程数だけ本稿で示される計算
手続を繰り返せば‘よい.また宅幸E別総合原価計算の場合はー組措接費を翻武する手続を追加し，1/;要なE数だけ本
稿で示される手続を繰り返せ証よい.等級別製品や連産品の原彊告算を行う場合に(1，等彊係数から等甑比率を導
くプロセスを追加すればよい.
5)覇跨・溝口[1989]，pp.9・10.
6)顎騎・溝口[1989]，p.11.
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【図1] 問題作成のプロセス
ており，処理記号で示されている部分は，作業内容を縮分化することにより，到のフローチャ
ートとして表現することが可能である.総合原価言携の言博問題を作成する場合，表詰算ソフ
ト辻，処理記号の部分に適用される.
最初に数値倒を作成し，これが表計算ソフトの画面上でどのように表現されるかを示す.以
下では，次のような数値例を用いていく.
-期首仕掛品
一数量:100kg (進捗度50%)
一材料費:50，000円
一加工費:10，000円
・当期製造データ
一数量:500kg 
一材料費:300，000円
一加工費:100，000円
・完成品数量:450kg 
・期末仕掛品:数量:150kg (進捗度80現)
ここでは，材料は工程の始点ですべて投入されるものと仮定する.このため，材料の進捗度
は100%となる7) 上述した数値例は，ワークシートで誌図2のように入力される8)
7)工程の途中で材料の投入が£要な場合の計算は，加工費の計算と同じになるので，Jfe要とあれば.加工費の計算式を
き!毘すればよい.
がここで示した画面は1つの備であり，好みに応むてデザインを変更することが可能である.
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単説話合原価計宣データ
(1)数量ヂ}タ
s 期苗仕掛品 当期控入 z戚品 期束仕掛品
4 盟主主 1日 500 45日 1;口
5 進捗慶 50.0口弘 ー ー 日0.0日%
6 (2)原f面ヂ}タ
? 期首仕掛品 当期製造費用
8 材料畳 50.0口 30口，000
g 加工豊 1日.000 10日，000
10 
【図2] データ入力画面の例
上述のデータ入力画面を作成する場合，単純な入力ミスを防ぐ工夫がなされるべきである.
たとえば，期末仕掛品数量=期首仕掛品数量+当期投入量一完成品数量という関係が常に成り
立つことを考えれば，期首仕掛品数量・当期投入量・完成品数量を入力した時点で，期末仕掛
品数量は自動的に決まる.このため，図2のセル E4には， 150ではなく =B4十 C4-D4
という式を入力すべきである.
準備的な作業として，平均法・先入先出法・後入先出法に対応する3つの原価計算表を作成
しておく.これらの原価計算表は，次節以降で述べられるすべてのケースで利用される.しか
しここでは，平均法の原価計算表を取り上げ説明することにする.なぜならば，先入先出法
と後入先出法の原価計算表は，以下で述べられる手続と同様の手続を用いて作成することがで
きるからである.
G H z z E 
I 原f直計書皐 E平均法
2 材料費 加工費 合計
期苗仕掛品原画
当期製造費用
小計
期末仕掛品原il
完成品原価
完成品単位原価
{図31 原価言十算表(平均法)
図3の原価計算表中のセルは，入力された原価データが原価計算表に反映されるよう，デー
タ入力画面(図2)のセルと関連付けられている.たとえば，セルH3には， 50，000という数
字ではなく，データ入力画面において，材料費の期首仕掛品原価が記入されているセル B8
が入力されている.すなわち，式 =B8が記入されている.同様に，セル H4， 13， 
14に対しても，それぞれ，当期材料費が記入されいるセル (C8)，期末仕掛品の加工費が
ヲ
6 
記入されているセル (B9)，当期加工費が記入されているセル (C9)が関連づけられてい
る.
セル H5には，材料の期首仕掛品原価と当期製造費用の合計を示す計算式=H3+H4 
が入力され，同様に，セル 15には式=13 + 14が記入される9) 列 J( J3から J8まで)
には，列 H と列 Iの合計を示す式が記入される.たとえば，セルJ3には，期首仕掛品の
材料費と加工費の合計を示す式=H3+ J3が記入される.
図3において完成品原価が計算されるセルには，小計一期末仕掛品原価に対応する計算式が
記入される.すなわち，セルH7には=H5 -H6，セルH7には=15 -16が記入され
る.また，完成品単位原価のセルには，完成品原価÷完成品数量に対応するセルが記入される10)
上述の準備作業が終了した時点で，原価計算表(図3)の中で式が記入されていないセルは，
期末仕掛品原価が計算されるセル (H6と16)だけである.逆に言えば，これらのセルに計
算式が記入されれば，原価計算表は完成する.このため，次節以降では，それぞれのケースに
おける期末仕掛品原価の計算に焦点を当てていく.
3 期末仕掛品原価の計算:ケース1
ケース1では，表計算ソフトの持つ基本的な機能のみが利用されるので，期末仕掛品原価の
計算は，原価計算表中の対応するセルにおいて行われる.このため，前述の数値例において，
平均法・先入先出法・後入先出法を用いた場合の期末仕掛品原価の計算式は以下のように要約
でき，これらの計算式は，対応する原価計算表のセルに記入される日
期末仕掛品原価 平均法 先入先出法 後入先出法
材料費の計算式 =(08+C8)*E4/(B4+C4 ) =C8*E4/C4 =B8+C8*(E4-B4)/C4 
=(B9+C9)*E4*E5 =C9*E4*E5/ =B9+C9(E4*E5-B4*B5) 
加工費の計算式
/(04+E4申E5) (04・B4*B5+E4*E5) /(04-B4*B5+E4キE5)
[表1] 期末仕掛品原価の計算式
9) =H3+H4の代りに =sum(H3 : H4)を記入しでも同じであるが司樹高では，ワークシート関数 sum
の代りに+を用いていく.
10)セル H8には =H7jD4 ，セル 18には =I7jD4が記入される.ここでD4は‘図2において完成品
数量が記入されているセルである.
11)平均法を例に取れば¥図 3の H6には式 =(B8 + C8) * E4j(B4 + C4)が記入され司 16には
式 =(B9 + C9) * E4 * E5j(D4 + E4 * E5)が記入される.
平均法と先入先出法の場合，データ入力画面に数植を入力すれば，これに対応する期末仕掛
品原価が計算される.しかし，後入先出法においては，表!の計算式が当てはまらない場合が
生ずる.たとえば，数値例において期末仕掛品の進捗度が20与もの場合，期末仕掛品の加工費
は=B9 * E4キE5/(B4* B5)で計算される.なぜならば，後入先出法を用いる場合，計
算過程において，期首社掛品数量(換算量)と期末仕揖品数量(換算量)の比較を行う必要が
あるからである.
計算過程における条件判断は，ワークシート関数if(議理式，真の場合，偽の場合)を用い
て処理することができる 12) 後入先出法の場合，if文中の論理式を期首杜按品数量(換算
量)三期末社掛品数量(換算量)とすると，材料費についてはセルB4とE4，加工費につ
いては計算式 B4*B5とE4*E5について大小を比較すればいいので，表 iにおける持料費と
加工費の計算式は，それぞれ以下のようになる.
-材料費の言十算式:= if(B4 >= E4， B8本E4jB4，B8+ C8牢(E4-B4)jC4) 
-加工費の言様式:= if(B4牢B5>= E4牢E5ヲB9*E4本E5j(B4牢B5)ヲB9十
C9本(E4* E5 -B4牢B5)j(D4-B4牢B5+E4牢E5))
期末仕掛品原錨が決まれば，完成品原価と完成品単笠原舗は自動的に計葬される，このため，
表しまたは，上述の計賞式を原価計算表中の対応するセルに入力すれば，原髄許賢表は完成
する13)
ヰ 期末{士捧品票鑑の計算:ケース2
ケースiでは，期末仕掛品原価を計算する場合，必要な数式をセルに直接入力していた.期
末仕掛品原価の計算が，たとえば，よく利用されるワークシート関数sumOのように，パラ
メータを指定することにより計算することができれば便利である.
期末仕按品原価の計算をユーザー定義関数として定義すれば，以後，この関数をワークシー
ト関数と同様に利用できる14) ユーザー関数の利用によって，練習問題を作成する際，期末
仕掛品原舗の話算式を入力する手間を省くことができる.そこで，本節では，ユーザー定義関
数の作り方を簡単に述べ，その利用法を説明する.
12)ワークシート関数ザoの詳細については奄エクセルのオンライン・リファレンスを参照されたい.ロータス1・
2・3にもワークシート関数 ifOと需等の4鱗Eを持つ関数@[Fがある.その詳細については宅口ータス1・2-3の
@関数へんプを参無されたい.
13)完成した原位十算表は付録1にある.ケース2とケース3の場合においても司詞じ原f暗算表が得られる.
14) 0ータス1・2・3'こも@慢数という機能があり宅これを利属すれば司'必要な関数を定義することができる.@関数
については， 0ータス1・2-3を参照されたい.
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4.1 ユーザー定義関数:平均法
材料費の期末仕卦品原価を計算する場合，必要となるパラメーターは，期首仕按品原{匝・当
期材料費・完成品数量・期末仕掛品数量の4つである.ここでは，これら4つのパラメータを
引数とするユーザー定義関数AVE_MOを作成する.
ユーザ一定義関数は， #~、要となる計算式を Function (引数 1，…引数 n) 
とEndFunctionで囲むことによって定義できる行平均法を用いて材料費の期末仕掛品
原舗を計算するユーザー定義関数AVE_MOは，次のようになる.
'平均法:材料費
Function AV E_M (期首仕掛品原価，当期材料費，完成品数量，期末社接品数量〉
'変数名の変換:日本語からアルファベットへ
b_WIP_Cost=期首仕掛品原{匝
c_I npuLC ost =当期材料費
FP_Vol =完成品数量
e_WIP_Vol=期末仕卦品数量
，期末仕掛品原舗の計算
AV E_MO = (b_W 1 P _Cost十c_InpuLCost)司，e_WIP_Volj(FP_Vol 
十 e_WIP_Vol)
End Function 
上述したりストの2行目では，関数の宣言を行い， 4つのパラメーターを引数として記入し
ている.ここで宣言された引数は，後述する関数ウイザードの入力画面にそのまま表示される
ので，変数の内容が分かるような表現を用いるべきである.
リストの3行自から6行日では，漢字の変数をアルファベットの変数に変換している16) 9行
自では，計算式が記入される.この計算式の意味は明らかであろう.ここで注意すべきことは，
9行日の左辺とFunctionの部分で宣言された関数名を一致させることである.
ユーザー定義関数AVE_MOでは，必要なデータを引数として( )の中に入力すること
によって期末仕掛品原傭を計算することができるがm，エクセルの持つ関数ウイザードの機
能を利用すれば便利である.たとえば，関数ウイザードを利用した場合， AVE_MOの入力
画面は図4のようになる18)
14)ロータス1・2・3'こも@関数という磯能があり，これを利用すれば， ~必要な関数を定義することができる.@罵数
については弓口ータス1・2・3を参照されたい.
15)ユーザ一定義関数の詳縮については， fVisual Basicユーザースガイド(穿号室Hを参照されたい.
16)計算式において漢字の変数をそのまま罵いればiこの手続はうZ要でない.
17)この場合には宅 51数の入力頼序を詞意しておくことが主要である
18)口ータス1・2・3においても@関数セレクタを用いれIJ，百数を揺悪しながらデータを入力することができる.
図4の入力画面では， 4つのパラメータが対応する場所に，セルまたは数値を入力すればい
いので，入力ミスが少なくなる. また，戻り{直の棋には計算結果会若手座に反映されるので，計
算結果をリアルタイムで確認することができる19)
平均j去を用いて期末仕掛品の加工費を計算する場合，蔚述した4つのパラメーターに加え，
期末仕掛品の進捗度がパラメータとして必要になる.ここでは，このパラメーターを含む5つ
のパラメーターを引数とするユーザー定義関数 AVE_COを作或する.ユーザー定義関
数 AVE_COの作成法は，基本的に，前述の AVE_MOと同じなので，ここでは説明を省
轄する.ユーザー定義関数 AVE_COのリストについては付録2を参照されたい.
{図4] 関数ウイザードの画面
4.2 ユーザー定義関数:先入先出法
ここでは，先入先出法を用いて期末仕掛品原舗を計賞する場合に科用するユーザー定義関数
を定義する.FIFO_MOは，材料費の期末仕按品原信を計算するユーザー定義関数であり，
当期投入量・当期材料費・期末仕掛品数量を引数とする. FIFO_COは，期首仕掛品数
量・期首仕掛品進捗度・当期加工費・完成品数量・期末仕掛品数量・期末仕掛品進捗度を引数
とするユーザー定義関数である.
これらの関数の利用法も前述したユーザー定義関数 AVE_MOや AVE_COと同じであ
る.すなわち，言下算を行いたいセルにカーソールを移動し，そこで関数名とパラメーターを入
力するか，関数ウイザードを呼び出せばよい.作成法についても前述の関数と同様なので，こ
こでは特に説明をしない.リストについては，付録2を参照されたい.
19)本稿で提案される6つのユーザー定義関数すべてにおいて謂数ウィザード.併鶴Eを幸i関することができる.
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4.3 ユーザー定義関数:後出先出法
期末仕掛品原価を後入先出法を用いて計算する場合についても，材料費と加工費の計算につ
いて，それぞれ，ユーザー定義関数FIFO_MOとFIFO_COを定義する.ユーザー定義
関数FIFO_MOは，期首仕掛品数量・期首仕掛品原価・当期投入量・当期材料費・期末仕
掛品数量を引数とする関数であり FIFO_COは 期首仕掛品数量・期首仕掛品進捗度・
期首仕掛品原価・当期加工費・完成品数量・期末仕掛品数量・期末仕掛品進捗度を引数とする
関数である.
これらの関数の作成法も，基本的に，前述の関数と同様である.ただし，後入先出法の場合，
言博の過程で期首仕掛品数量(換算量)と期末仕掛品数量(換算量)の比較を行う必要がある.
本稿では，この部分をマクロ関数 IFを用いて処理している20)，なお，ここで定義したユー
ザ一定義関数のリストについては，付録2を参照されたい.
5 期末仕掛品原価の計算:ケース3
ケース3では，原価計算の練習問題の解として望ましい解を得るための手段が検討される.
多くの場合，練習問題の解答としては，割り切れずに小数点以下の数値を伴う解よりも整数解
が望まれる.なぜならば，割り切れない解は，問題を解く者に対し不必要な計算の負担を与え
るものと考えられるからである.たとえは計算の途中で割り切れない数値が出てきた場合を
考えてみよう.このような場合，問題を解く者は，計算手続きのみならず，小数点以下の数値
の処理についても注意を払わなければならない.実務上，このような処理は必要と思われるが，
大学の講義では，正しい言博手続きを理解することに主眼が置かれるので，学生にあえて割り
切れない解を持つような問題を解かせる必要はない.
ケースlやケース2で作成したワークシートに必要なデータを入力すれば，即座に正確な結
果を得ることはできる.しかし，その結果(完成品原価や完成品の単位原価)が整数解になる
ことはまれである.特に，単位原価が整数解になることは，ほとんど偶然と言ってもいいであ
ろう.
また，前述したワークシ}トを用いてに様々なデータを入力し，試行錯誤を繰り返していけ
ば，少なくとも，電卓よりは早く整数解を見つけることはできるであろう. しかし，このよう
な試行錯誤を繰り返す方法は，効率的とは言えない.
20)マクロ関数 IFの手Ij用法・詳細については，エクセルのオンラインリファレンス中のマクロリファレンスを参照
されたい.
エクセルには，ゴールシークという機能がある21)ケー ス3では，この機能を利用して比較
的簡単に整数解を求める方法を検討していく.最初に，ゴールシークについて説明するところ
から始めよう.
ゴールシークとは，目標の値が得られるまで特定のセル値を変化させ反復計算を行う機能
である.ゴールシークを呼び出すと，画面上に図5のようなウインドウが表れる.
{図41 関数ウイザードの画面
図5より，ゴールシークの機能を利用するためには， r数値入力セルJ. r目標値J. r変
化させるセルJを入力する必要があることが分かる.
「数値入力セル」には，収束条件を含む数式が入力される.ここでは，言博結果(完成品原
価・単位原価)と目標値の差を入力することにしよう22)
「目標値」には，文字どおり，目標数値が入力される.この場合，言博結果(完成品原価・
単位原価)と目標値が等しくなればいいので，常にゼロが入力される.
「変化させるセルJには，目標値が得られるまでに反復して変化させる値を含むセルが入力
される.この場合， r変化させるセルJが「数値入力セル」に入力されている数式の変数とな
っていなければならない.ケース2で定義された6つのユーザ一定義関数を利用するものと仮
定すると， r変化させるセル」としては，これらの関数のパラメータとなっている変数すべて
を利用することが可能である.しかし，ここでは，収束の容易さという観点から，当期製造費
用を「変化させるセルJとして選ぶことにする.以上の点を考慮すると，ケース3のワークシ
ート画面は以下のようになる23)
21)エクセルのゴールシークに対応する根蛸Eとして司口ータス1・2・3には/{'jクゾjレバーという綿鵠左がある.バックソ
ルバーの4鮪Eの詳細については，口一タス1・2-3ヘルプを参照されたい.
22) r数値入力セルJとして完成品原価や単位原価を導く計算式が入力されているセルを選んでもゴールシークの櫛E
は利用できる. しかし， r数値入力セjりとして完成品原価や単位原価の計算式が入力されているセルを選んだ場
合，後述する「目標値Jのセルに目標数値を入力しなければならない.
23)図6では，紙面の都合ムデータ入力域と原儒十算表。溜分を省略している.
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変化古せるセ)v:当期製造豊用
材料費 300.口口口
加工費 10日，口口口
0.0口口口
0.0口口口
口K!
OK! 
単怯原f圏在目標植とし拒場合
平均法
単位原咽
583.33 
192.98 
? ? ? ?? ?? ????
?
?
?? ?? ???
差額
-6.67 
2.目白
??? ? ??
【図6] ケース3の画面
ここでは，材料費を例として，上で示した画面の説明を行う.セルM3は，データ入力画
面において材料費の当期製造費用が記入されているセルと関連付けられている.セルN3は，
目標値を導く当期製造費用が整数値であることを確認するためのセルである.このセルに
は， = M3 -int(M3)という式が入力される.ワークシート関数int(引数)は，引数の整
数値部分を切り出す関数なので，この値がゼロになるということは，ゴールシークの結果得ら
れた当期製造費用が整数値であることを意味する24)
平均法を利用する場合について，画面の説明を続ける.セルM9には，単位原価に関する
言博手結果が記入される.ここでは，原価計算表中の単位原価のセルと関連付ければ良い.セル
N9には目標とする単位原価を入力する.
セル 09には，データから計算された単位原価と目標とする単位原価の差異，すなわ
ち， = M9 -N9が入力される.ゴールシークにおける「数値入力セル」としてこのセルを
利用すれば，ゴールシークの目標値を常にゼロとすることができるので便利であるお
前述の数値例を用いた場合，現時点において，材料費の単位原価は， 588.33円/kgと計算さ
れているはずである.このため，差額の欄には， -6.67が表示されている.例えば，目標単位
原価を590円/kgとする場合を考えてみよう.この場合，次のような手続で，目標値の単位原
価590円/kgを導く当期材料費を求めることができる.
24)ワークシート関数 int()の詳細については司工クセルのオンラインリファレンスを参照されたい.また，口一タ
ス1・2・3tこも@int()という関数があり，その機能は工クセルの int()と同じである.
25)単位原価が記入されたセルを「数値入力セルJとしても同様の結果を得ることができるが司この場合には喝ゴー
ルシークウインドウの「目欄直Jの欄に目標単位原価をいちいち記入しなければならないので，多少画到になる.
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-ステップ1:単位原価目標値のセル (N9)に590を入力する.
・ステップ2:差額のセル (09)にポインタを移動し，エクセルのメニューからゴ
ールシークのウインドウを呼び出す.
・ステップ3:ウインドウを呼び出した時点で，数値入力セルには，差額のセル
(09 )が入力されているはずなので， r目標値」の欄にポインタを移
動し， 0を入力する.
・ステップ4:データ入力域にある材料費の当期製造費用が記入されているセル
(C8 )にポインタを移動しこのセルを「変化させるセル」の欄に
入力する.
・ステップ5:OKのボタンを押しゴールシークを実行する.
ゴールシーク実行後の画面は図7のようになる.
E M N 。
1 整量躍を$~る
変化吉せるセ)1.--:当期製造量用
材料費 古口4.000 0.0口口口 口K!
加工豊 田，呂田 o.口口口口 OK! 
単位原咽を目標値とLk場合・
平均ま
8 単柱原価 単怯原価目標値 差額
g 材料費 59日.口口 590 口.口口
10 加工豊 190.00 19口 0.0口
11 
【図7] ゴールシーク実行後の画面
図7の画面より，目標単位原価590円/kgを導く当期製造費用は300，400円であることが分か
る.
ここでは，材料費を例として取り上げたが，加工費についても同様の手続きを経て，目標単
位原価を導く当期製造費用を求めることができる.また，ここで示した手続きは，期末仕掛品
原価の評価法として，先入先出法や後入先出法を用いる場合についても適用することができる.
ただ必要とされることは，単位原価が記入されているセルを利用する評価法に応じて変更する
ことだけである.さらに，目標値を単位原価ではなく，完成品原価や期末仕掛品原価とするこ
とも可能である.
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6 むすび
本稿では，原価言博の練習問題を作成する際，表計算ソフトをいかに活用してゆくべきかと
いう点を検討してきた.実際，本稿では，以下に示す3つの利用方法を提案した.
l.通常の利用法
2.ユーザー定義関数を作成し利用する方法
3.ゴールシークの機能を利用する方法
最初の方法は，ワークシート中にデータ入力域と原価計算表を作成し，原価計算表中に直接
計算式を入力する方法である.この方法は，誰でも簡単に利用できるが，発展性が乏しく，計
算式の入力ミスも起こりやすい.
第2の方法は，期末仕掛品原価を計算する際，平均法・先入先出法・後入先出法に対応する
ユーザー定義関数を作成し，これを利用する方法である.エクセルの持つ関数ウィザードの機
能と併用すれば，対話形式でデータを入力することができデータの入力ミスを減らすことがで
きる.ここで作成したユーザ}定義関数は，別のワークシートからも利用可能であり，同じよ
うな練習問題を作成する場合，その労力を減らすことができる.また，これらのユーザー定義
関数は，工程別総合原価計算や組別総合原価言七算にも容易に応用することができるであろう.
この意味で，本稿で提案されたユーザー定義関数は汎用性が高いものと考えられる.
最後の方法は，ゴールシークの機能を利用し，割り切れる解，すなわち，整数解を見つけ出
す方法である.問題の解答者に不必要な計算上の負担を与えないという観点から見た場合，解
答は整数解が望ましいであろう.試行錯誤をくり返し整数解を求めようとする場合，それなり
の労力が必要となる.しかし，ここで提案された方法を利用すれば，問題作成に費やす時間を
大きく節約することができる.
ここで提案された方法のどれを利用するかは，問題作成者が直面している状況に依存すると
ころが大きいであろう.満足のいく練習問題を作成しようとするならば，初期の労力は多少必
要とされるものの，第3の方法を利用するのが望ましいと考えられる.
最後に，本稿で、扱った話題に関して今後の課題を述べることにする.本稿での提案は，でき
る限り，パソコンの機種や表計算ソフトに依存しない範囲で行われている.本稿で示したワー
クシー トは， MacOS上で、マイクロソフトエクセルを用いて作成したが， Windows95/NT上の
エクセルでも問題なく利用できる.また，ロ}タス1・2-3にも，ユーザー定義関数とゴールシ
ークに対応する機能があるので，本稿で提案された方法をロータスト2-3上で利用することも
可能であろう.この意味では，本稿で行われた提案は，汎用性が高いものといえる.
問題作成のプロセスは，図 lからも分かるとおり，反復の多いプロセスである.このため，
表言博ソフトに特有のマクロ言語などを利用すれば，作業の大半を自動化することが可能にな
る.マクロ言語を利用すれば，データ入力をするための専用のウインドウを作成し，分かりや
すいインターフェイスを持ったワークシートを作成することが可能になるであろう.しかし，
これは，ソフトに特有の機能を利用することになるので，利用するソフトウェアや科用環境に
応じてプログラムを作成しなければならなくなる.この作業を行うためには，大きな労力が必
要とされるiJ"， 一旦，プログラムを作成してしまえば，多くの入がこれを利用することができ
るようになる.その意味で，これは今後解決すべきiつの大きなチャレンジといえるであろう.
この話題については，別の機会に論ずることにしたい.
ゴールシークは，確かに便利な機詑であるが，変化させることのできる変数がiつという制
約を持っていることも事実である.たとえば，整数解を求めるために，進捗度と当期製造費用
を同時に変化させたいケースも考えられる.また，平均法・先入先出法・後入先出法のすべて
で整数解が得られるような開題を作成したい場合も考えられる.
このような問題を解決するためには，単純総合原栖計費を整数計画法として定式化し，さら
にその計算アルゴリズムを表計算ソフトで利用できる形にしていく必要がある.この話題につ
いても，稿を改め論じていきたい.
(1998年5月30日受理)
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付録
付録1:原価計算表
信一 E葺 軍 z 車|
2 原f薗Z十軍基 z平均法
2 材料費 加工費 合計
誼 期首仕掛品原価 50，口口口 10，口口口 60，000 
4: 当周囲造量用 日日日，口口口 100，口口口 400，0口
s 小言十 350，000 110，口口口 460，000 
6 期軍仕掛品眉咽 87，500 23，158 110，65日
守 完成品原f面 262，5日 86.842 349.342 
8 完成品単性原咽 583.33 192.98 776.32 
劉
【図81 原価計算表(平均法)
G I革案 底
草創 原f面計聾皐 z先入先出法
1ま 材料費 加工費 合計
車窓 期首仕掛品原価 50，口口口 10.口口口 60.0口
18 当期製造費用 300.000 100.0口 400.0口
14: 小計 350.口口口 11日.000 460，口口口
草島 期草仕掛品原咽 90.口口口 23.077 113.077 
16 完成品原咽 260，口D 86.923 346.923 
1守 完成品単柱原f面 5ワ7.78 193.16 770.94 
[図91 原価計算表(先入先出法)
G 葺霊 1 z |麗|
ま韓 原価計箪裏:~量入先出法
章。 材料費 加工費 合計
Z2審3堅掌Z笠議轟理L主 期首仕掛品原価
50.口口口 10.口口口 60.口口口
当期製造豊用 300.口口口 100，口口口 400.口口口
小計 350，000 110.口口口 460.000 
期主仕掛品原面 80.口口口 23.462 1日3，462
完成品原咽 270.口口口 86.538 356.538 
完成品単位原画 600.00 192.31 792.31 
【図 101 原価言博表(後入先出法)
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付録2:ユーザー定義関数1)スト
ユーザー定義関数:AVE_CO 
'平均法:揺工費
Function AVE_C (期苔仕掛品原緬，当期加工費，完成品数量‘期末仕掛品数量，
顛末仕掛品進捗度)
変数名の変換:日本語からアルファベットへ
る一時TIP_Cost=期首仕掛品原信
c_I nput _C ost =当期加工費
FP_Vol=完成品数量
ιWIP_Vol=期末仕接品数量
e_WIP_DC=期末社卦品進捗夏
，期末仕掛品原価の計算
AV E_C = (b_W IP_Cost + c_InpuLCost) * (ε_WIP_Vol本ε_WIP_DC)
j(FP_Vol + e_WIP_Vol * e_WIP_DC) 
End Function 
ユーザー定義関数:FIFO一MO
'先入先出法:材耗費
Function FIFO_M (当期投入量，当期材料費，期末仕掛品数量)
‘変数名の変換:日本語からアルファベットへ
c_InpuLVol =当期投入量
c_I npuLC ost =当期材科費
e_WIP_Vol =期末社掛品数量
ラ期末社揖品原価の計算
FIFO_M =c_InpuLCost * LWIP_Voljc_InpuLVol 
End Function 
ユーザー定義関数:FIFO_C() 
'先入先出法:加工費
Function F I FO _C (期首仕掛品数量，期首仕掛品進捗度，当期加工費，完成品数量，
'変数名の変換:日本語からアルファベットへ
b_WIP_Vol=期首仕揖品数量
b一日lIP_DC=期首仕掛品進捗度
c_I npuLC ost =当期加工費
FP_Vol=完成品数量
e_WIP_Vol=期末社卦品数量
e_WIP_DC =期末仕掛品進捗度
，期末仕掛品原価の言f算
期末社掛品数量期末仕揖品進捗度)
FIFO_C =InpuLCost) * (ε WIP_Vol牢e_WIP_DC)j
(F P _Vol -b_~打P_Vol* b_WIP_DC + e_WIP_Vol * LltVIP_DC) 
End Function 
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ユーザー定義関数:LIFO_MO 
'後入先出法:材料費
Function LIFO_M (期首仕掛品数量期首仕掛品掠留，当期投入量，当期持科費，期末仕掛品数量)
'変数名の変換:日本語からアルファベットへ
b_WIP_Vol=期首社掛品数量
b_W 1 P _Cost =期苔仕掛品原価
c_InpuLVol =当期投入量
c_I npuLC ost =当期材料費
e_WIP_lノ01=期末仕掛品数量
期末仕按品原価の言静
1 b_日rIP_Vol>二 e一日rIP_VolThen 
LIFO_M =ιWIP_Cost 本e_WIP_Voljb_WIP_Vol
Else 
LIF守O
End 1 
End Function 
ユーザー定義関数:LIFO_C() 
'後入先出法:加工費
/μc_InηpuLl均/匂りl
Function LI FO _C (期首仕按品数量，期首仕掛品進捗鹿期首仕掛品原錨，
当期加工費，完成品数量，期末仕掛品数量，期末詮揖品進捗度)
'変数名の変換:日本語からアルファベットへ
る_WIP_Vol=期首仕掛品数量
b_WIP_DC=期首仕掛品進捗度
b_~号'IP_Cost= 期首仕掛品原価
c_I npuLCost =当期加工費
FP_Vol =完成品数量
e_WIP_Vol=顛末仕揖品数量
e_WIP_DC=期末仕揖品進捗震
，期末仕掛品原鍾の計算
1 b_WIP_DC * b_日rIP_Vol>=ι時'IP_Vol* e_WIP_DC Then 
LIFO_C = b_WIP_Cost本e_WIP_"l-悩 *e_WIP_DCj 
(b_WIP_Vol * b_WIP_DC) 
EIse 
LIFO_C = b_WIP_Cost + (c_InpuLCost) * (e_WIP_Vol * e_WIP_DC 
-b_WIP_Vol本b_W/P_DC)j
(FP_Vol-b_WIP_Vol本b_WIP_DC+ e_WIP_Vol * e_WIP_DC) 
End /1 
End Function 
